
曲の程度こそ小さいがシ滝川層の構邉そQものが下位の

石狩統g地質構造を反映してい壽。

2）室蜘太附近には比較的浅処に美唄層を期待するこ

とは出來ない。　　、　　　　　　　タ

3）滝川暦の厚さは向斜部で厚く（士450m），背斜部

で薄い（士250m）

4）高根來淡暦中には現在稼行の対象となりうる炭層

力：なV、o　　　　　　　　　　（耳召禾『124年7月17日）
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Geology　in：Katsuyama　Di白tfict　of

　TedOri　Co訓丘eld，Eukui
　　　　Prefeeture．

By

Nobuo　Inai

　It上as　been：known　th駄t　there6xists　the

　caking　coal　on　the　upPer　Jurassic　which

　locates　around　Kitatani・village　area，　north

　感astefn side　of　K：atsuyama－town，situ、ated’

　　　　　　　り　on　lthe　east　of　Fuku釦City．　But　the　condi－

　tion　of　distribution　of　the　caking　coal　is

　　　　　　　　　ヤ　unゆown　at　alL　To　get　an　information　f6r
　future　development，the　ge610gical　sketch

　w3s　practiced　in　the’area　of24km2around

・Kitatani隔village．

　　The　Jurassic　of　this　region　is　compos6d　of

　an　alternation　　of　sandstone　and　shale，・and！

　it　is縦1most　coveぎed．with　a，ndesite　now　from

　Mt．Dainichi，Mt．Toritate，and　Mt．・Taka－

　kura，eヌcept　in　the　va11ey　along，the　main

　and　branch　streams　of　the　Takinami　ri▽er．

　　丁五is　Jurassic　formation　is　the　coal　mea－
　sues　of　this　region　and　is　correla』te（1to　the

　Tetori　coal　measures　by　foSsil　pl＆nts，
　』Po402α卿舜6s　．Zσ，zo60Z撹％s　　呂nd　　CJα40クhJ6尻s

　6短z〃bグ吻乱

　サAWorkablecoals6amexposesitselfat
　Rokuroshi　and　Kinebashi．、The　former　one1
　葦】as　N30E　trend　and　dips　to　t｝1e　east　i1120

　dggreesandthelat‡eroneha．sNlO。Etrend
　and　dips　to　the　west　in20degreesl　↑here
　is　a．syncline　Structure　between　them．・『．
ノ　　　　ヤ　　ThicknesS　of　the　coal　at　out・cropsis40cm，

　～indudin奮a　thin　parti塾9．

　　　　　　　　　　　　　　　、　　デ四国駐在官（元燃料部）

　　　ヒ

信　雄蓉

　　　　9
　Furthermore，out－crops・of　other　coal
seams歌re　found　at　Tani　and　Goshog＆h呂r呂，

but　they　have　no　econ6mic　value．

　Coal　amount　by㌻heoretical　calculation　at

Rokuroshi　is　presumably　890，000　metric
tons．．・

　The　co41contains　much　ash，bu㌻has
caking　Property．　If　the　reduction　of　ash－

content　is　pos＄ible，the，coal5s　available　for

its　caking　Property。　I　hope・thεしt　detailed．

s亡rマey　be　projected　on　this　caking　60al

field．

　　　　　1。要　　旨
　編井市の東方勝山町の北東部北谷村附近に分布する上．

部ジユラ紀暦は，粘結炭の存在するζとは蜘られていた．

が，その淡質及び賦存版況が全く知られてV・なかつたの　、

で．北谷村を中心とする24km2に亘り地質調査を行V・，

今後の開発の指針とした。

　この地区のジユラ紀暦は，砂岩・頁岩の互層であるが，

大貝山・取立山・高倉山等に発達する安山岩流に被覆さ

れ，僅か滝波川の本支流に沼う谷聞に露出しているに過

ぎない。　＼

　とのジユラ紀暦が本地域の爽表暦で，動謡o詔初舵5

伽6εoZα伽s，α磁o汐hJεδ2s師砺b鰯¢ls等の含有化石植物
」

から手寂爽表暦に対比される。

　稼行しうると思われる炭層は，六呂師・木根橋にその

露頭をあらわしている。そして前者の走向は北30Q東，

傾斜20。東，後者の走向は北10。東，傾斜20。西であ

るから蹄向斜構造を呈してv・ると考えられる。露頭部の

厚さは4Q　cmで，爽み嫡少な「く，膨縮も少“。

　その他，谷・五所ケ原・中野俣地域に炭暦の露頭がある

が，淡丈が薄いの宅稼行しうるか否か疑わしV・。稼行の

対象となる六呂師暦の推定珪論炭量は89万tである。

’炭質は・分析の結果・灰1分を除去す逢事が出來れぼ・

粘結淡として使途の広いものと思われる。從つて，稼行

50一（231）
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　 「㎜’『，

　　　　　　　　　　v　v、〉、，トク！v　　　　　　〉〉
　　　　　　　　　y〉y、掩野俣Vv　　　　y〉〉V

L一一．壷□、羅懸睡一幽囮．囲　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　・　洪積暦　第三紀層　ジュラ紀屠、石灰岩　　片麻岩　安山岩類，断　暦

　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　F　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴

’

第1図一勝画地、区地質図

のためには，選淡の研究と地質精査の要があろう。

2．調査期間

調査は第1期昭和24年6月より7・且第2期8月
計30寅間行われた。　㌔．

　　　　　3。位置，区域，交遇

調査地域は編井市の北東直距約25kmの地点に弟り，

その大部分は幅井県大野郡北蒼村である。面樟は24、

km皇，標高600・》1，300mに及ぶ山岳地帯である。
囎
交
搬 福井市から汰蜥櫛電気鉄導により・約1

時間で勝山町に建するbとこから北谷行バスで約8km

東北に進み，終点谷部落附近が調査地区の中心である。

炭暦露頭附近は県道が完備してv・るから，トラックも・

通靱交通は便利である。

　　　　　　4．地　　形
調査地域は編井・石川両県境に近く，四囲には標高

1300m前後のμ嘱が曝膨状に蓮つてV・るカ§，そ璽南

西部のみは稽々開けて滝波川が流出して“る。

　　　　　　5・地　　質
　当地域には下部から・

　1）片靡岩，石茨岩から成る古期岩類

　2）手取統（ジユラ）

　3）第三紀層
　4）　とれらの岩暦を貫くか・或は不整合に被覆する火、

山岩及び火山陣屑岩類

5）洛牌に獅て分耐る洪囎及榊囎が講｝・
られる。古期岩類は地区の南西龍谷方面にあつて，当地

，域の地質の基盤をなすものである。手取統は滝波川に滑。

うて発らわれ，その化石植物から上部ジユラ綿暦と考え

られる。そしてとれがこの地域の爽炭暦で，数枚の炭暦

を挾有している。この暦を下部から河合暦と五所ケ原砂

，岩麿とに分けた。河合暦は砂岩頁岩の互暦で，滝波川に

’
滑 う河合・六呂師・中尾・砺神谷部落の川底に露出してい

る。走向北20～30。卑・傾斜10～2“o東である。

　河館蕗の東轟．

、勘40紹フ初≠651σ弼6601鋭％3』

　CJ擁40ρhJ2玩s　εκ諺ヴひグ挽2s　・

　0膨h勿s油1・π9伽
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　　　　　、　　　第2図r勝山地区地質断面図
等を探集することが出1來た。叉六呂飾・木根橋では上述

の化石植物と思われる葬片を見ることも出來た。これら．

化石によつ宅ごの暦は石川県手取統桑島暦に対比され

る。河舎暦の上部には』かなり粒のあらい砂岩層が整合，

にのつている。これを五所ケ原砂岩暦と命名した。この

、暦岸も炭暦を挾有するけれども・あまり顯著なものはな

V・。地区の西部野向村牛ケ谷に，砂岩と次白色凝荻岩質

頁岩との互暦が分布し，其の凝次質頁岩中に毒する木葉　・

化石は稽々完全でその種類は　一　　！　r　’1　　魅

　和9％sブのoπ加MAX・
　Pb砂9と，％％卿6％sカ24σ云那郷SIEB．

と母われる。鈴木敏氏によれば・この地層は　phocene

として大差なV・と記されている。

　これらの暦を貫くか或は不整合に覆うて広く安山岩類

が分布する。これらは地区周辺の高倉山・取立山・大日山

にその源があり，，との地区の高峻な山地はことごとくこ

れら安肉岩類で構成されている。五所ケ原・北部東山・木

根橋附近に石英粗面岩が見うれ逢が，他の大部分は粗粒、

安山岩・角閃安山岩である。・

　滝波川に滑う河合・滝谷の川底に岩脈状の粗粒駅安山
　　　　　　　　　　　　　噛

岩が見られたが，ヒれらは恐らく前記の第三紀暦の堆積

より後期に貫入したものと思われる。洪積駅ま南侭大叉

はそれ以下の礫より成り，滝波川に浩うて段丘地形を呈

してい．る。

　　　　ど翫石　　炭

　（1）賦奪歌況

’河合層しの炭暦はかなりよく連続するようであるが，マ竜

波川に沿う断暦で大きく喰V・遽いを生じているようであ

る。叉河合・六呂師の露頭ではi走向北30。東，傾斜2d。

東であるが，木根橋のものは走向北100東う傾斜200西

であるから，この間に向斜構造が考えられる。

　炭丈は40cmであるが，炭質が粘結性をも’つているか

ら稼行の対象となる。（分析試料4，5，7，10）　一

　この上にある谷部落の露頭及び中野俣の露頭は炭丈・、

炭質から考えて稼行しうるや杏や疑わしい。（分析試料

No．1，2，6）

　五所ケ原砂岩中の淡贋は2暦あるが・淡質頁岩が多く，

且つ分析の結果がよくないばかり，でなく，地域的に不便

であるから開発の価植に乏レい。然しこれには約3Q　m

φ 六呂帥，　爪艦繍 河曾

湘91『，

五角，療　　　令　東山

♪司臼、

1有 q『町嚥 甲軒、粟　継・・チ

♪ID　め

註

’

NO霊2
」＼・9f1

二m

魯脚轡号
渕o．4．ゴ．lo ハ30．7

し　　　　一」　一

第3図 勝山地』区炭層一柱状図
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の沼暦押の旧坑が1あつて，ぞの炭丈は李均35cm，

晃向4陳1傾斜55栖砺銃（藤弍料時代騰蝶鞭　　　　　　　　　　　　　　　　岩訓
　　　　　　　　　　　洪Nα3）』　　　　　　　　積　　　　　　　　　　　　　　ごじv8鋪蕊。
　　　　　　　　　　　層　（2）・：炭　　質『　　　　　　　　第

石灘黒色及び黒儲翠し禰魂沢力％檬
り，その質は脆ぐ軟弱で破砕され易く粉淡が多　置
　　　　　　　　　　　　　　》…註詣モ；芸蒼少　　　　　　岩
　　　　　　　　　　　　　　　　頁』　岩い・本所の分析結果は別表に示す・　　　　　　　　　五・

分析表によれぼ一般に次分が多いようである　　　，所　毎

　　　　　　　　　　　　　ま　ンから，一発熱量4000Ca1前後であるが，i選淡の　　　原‘土》　　　　　　　　　　　　　　副嵩蹴諒∴五所原上層　　　　　　　　　　　　　　モのをまき　まま　　　るドハ　　　　　　　　　　　　砂，　　　　　　　　　　　　　　苺尋轟吏五所原下層’結果友分を除去することが出來れぼ，粘結炭と　　　　澄

1して使途の広V・ものであろう。　　　　　　　　　　　眉　　　　　　　　　　　　　　諮紅｛i述田砂
く3）．炭　一：量

　　　　　　　　　　　　　　　　中野鍛屠正確な地形測量を俘わなかつたので，確実な　　シ　　　轟巽雲

　　　　　　　　　　　ユじ　　　　ヨミモヨヨヨ　埋藏範囲を算定する事は出來なかつたが，稼行　．フ　　　　蓋量曇

　　　　　　　　　　　　　　　砂しうると考えられる六呂節一木根橋間の埋藏表　　紀げ　　　§滞ン

　　　　　　　　　　　層　　’一叢≡………一壷は推定理論淡量89万tである。　　　　　　　　　河、　　　　河　倉　層

　　　　　　　　　　　　　　　　巾40ζ殉
　　　　　　　　　　　中　　　乞稼行歌況。　　生合”擁…猿岩1価1
最置鉱業権者山下熊吉を中心とする春が共同，

出資により六呂飾・木根橋の露頭の探表を開始

している。併し未だ企業設備はない。　　，
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（2）ヒのジユラ紀暦が本地域の來淡層で，手取來炭

暦匠対比される。　　．　　　　　．　　　　　　　ノ

（訂。炭層は六呂飾・木根橋にその露頭饗あらわしてV・

るものが，稼行しえられると思われる。他のも¢李は薄い

ので稼行しうるか否か疑わしい59・，『一H’』一，　，

（4）淡質は衣分が多いようである那粘結性をもつ

ているから注目すべきあでる。

　　　　　（昭和24年8月）

・、
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G
e ologie　Report　of　Kokubu　Coal聾蛋ine，

　　　Shimane　Pfefect皿e．

　by
　　　ヤShin　Kato

This　survey　wals　planned，to　have　informa－

tion　on　cQal　seams　an（1coal　reserves・

1nthisaτea，mes・z・icbedmakesわasa1
⑳mplex，and『coa1－beariロg　tertlary　is　upon

it．Ba菖a1しintruded　into　them　after　sediment

action　of　tertiary』Tertiary　is　chieHy　com－

pOsed　Of　shale，sandstone　and　conglomerate，

and、its　total　thickneSs　amounts　to150m．

　Coal　se段ms　are　found　in　the　lower　part
bf　Terti段ry．Strata　trend豆一W　in　the　sout五一

em　p段rt，NE－SW　in、thenor丸h・dipPing　genUy

to　N琴nd　NW．　Coal　seam　has　me＆n　thick一

　　　のness㊨f62cm　in　Anegahama　mine　form－
erly　worked．In　the段rea，many　E－W
or　N－S　trended』f孝ults　are　foun（i．’In　the

northem　part　of　the　F，area，co段1「seam　is

di忌turbed・conSiderably　by・intrusio耳of　basalt・

Co飢belongs　to　low　grade　bituminous　coa1，

having4，000・cal　value．．

　Coal　measure　distributes　from　the　San－in
Line　to　sea　shore　a五d・is・expecte（1to　b6foun（1

in、a　considerably、1抗rge　are＆，　under　sea．

Co換1reserve　is　roughly　calcμ1ated　to　be“段

200，000し　Coal　se段加is　found　in　so　sPora（1ical　’

distributionthatitisheces甑ytodri11，in
order　to　know　exa¢t　conditions　of　coal　seam、．

　　　　一1要　　旨
噛
．
本炭鶴の開発上明確な資料がなく，採掘上種々の困難

・不安があつた爲，此度地質調査を行っズ炭層の賦存状

う←元大阪支所員　　　　1

信菅

況並びに埋藏量を明らかにして，、操蟹方針に資する事と

なつた。

　本地域の地質は基盤をなす中生暦と之を不整合に被う‘

－第三紀暦及び声より後棚に逆木した玄武岩から成る。第

三紀暦駐とし碩岩・砂岩・礫岩から成吟騨は約

150mで，上，中，下の三暦に分たれる。來炭暦はその下－

部暦で砂岩頁岩の互暦からなる。地暦の走向は南部では

東西であるが北するに罐い次第に西方に迂曲し・北400

乃至50。西となり，傾斜は北或は西に40。～200で更に

海面下に離して扁9糖は下部層の上端に綴あつ
て姉ケ浜旧坑内さの李均の炭層の厚1さは62cmである・・

地域内は東一西・南一北の断暦多く殊に北部は玄武岩Φ

逆入があρて炭暦は可成り擾乱を蒙？ている橡であるb

　．炭質は炭化度の低V、擁；青炭で紛炭多く・発熱量は4000

力亀ロリー程度である。

　來淡暦の分右区域は東は山陰線沿線から西は海岸に延

び七居り・な器海岸線から海再髭向gて相当の範囲の間　．

続ぐものと予想されるが，直ちに稼行6対象となる陸上

・の分布区域」東西7km・南北2kmを衆暦賦存区域とし

て擢湘凱・，推繊量・礎予想麹20礁を
えた。

　炭暦は基盤近くでは（国分小学校南方）箪に炭片を含

む荻褐色頁岩或いは炭質頁岩であり傾斜方向に向つて炭

暦に移化し暦厚が大となるものと思われるが，炭暦の堆

積は分散的で從つて予想炭量区球を直ちに採掘の対象と

する事は出來ない己今後該地区に対しボーリング作業を

谷つて的融賦存状況を把撰する醸：滴る・肝雛

を中止してv・る，斜坑の位置1は’輝当な倖置と考ネられる

マが，ボーリングの結果をま？て蒲手すざきであ4。

　　　　II調査班員
地質　　加藤　　信1　清島●信之1

測量　　竹内忠雄　　　　f

　　　　III位趨及び交通
本炭鵬は島根県那賀郡国分村地内にあつて山陰線下府

54げ（235）




